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教養科目における事例紹介

フィードバック/グループワークの実践例と教育効果

FDセミナー（2021.6.18）
学生の学びに繋がる「新しい対面授業」



概要

 担当科目

 フィードバック、グループワークを重視した授業計画

 独自の学生アンケートの結果の紹介

✓ 保健体育科目 実技（身体運動演習・スポーツ実習） 講義（身体運動学, 27名）

✓ 教養科目（スポーツ・健康と脳科学）

✓ 人間健康科学副専攻コース専門科目（応用神経科学）

ほか

✓ 2019年度以前から課題のフィードバックは重視

✓ 2020年のオンライン授業の経験からグループワークの教育効果を痛感

✓ グループワークの進め方・コツの紹介（体育実技の経験を活かすことができた）



昨年度の経験から

 2020前期 保健体育科目（実技・身体運動学）を担当

 2020後期 教養科目を担当

✓ 手探りでオンライン授業（zoomを用いたリアルタイム型）を開始

✓ 学生が「学生間の交流」に飢えている（孤独を感じている）ことを痛感

⇒後半からブレイクアウトを活用（保健体育科目としては正当？）
⇒授業を犠牲にしてでも「学生同士の交流の機会」を提供したい

✓ 思わぬ教育効果が！！

✓ 毎授業、グループワークを取り入れる

“グループワークが予想よりも効果があったというのは生徒側としての意見としても賛成である。やはりその日に感
じたこと考えたことを共有することによって考えがより強固になっていくという喜びを感じることができた。”

“グループワークをメインとした授業形態だったので、受講する前はどうなるものかと不安でした。しかし、グルー
プワークで積極的に発言することの重要性が身に染みて体験することができたし、それによってただ講義の内容を
聞くだけ以上に内容を理解して実践することができたと思います。”

“オンライン授業をやる機会がこの先にないとは言えないので、もしまたやることがあったらこの授業体制はとても
刺激的で面白いので続けて欲しいし、他でも増えると良いと思う。講師の先生も大変なのはわかるけど、ずっと連
続でパソコンと向き合い、90分堅い話を聞く学生も想像以上にきつい。アンケートなどをやっていてもなかなか意
見が反映されることは現実として難しいから期待できないけどここで伝えたい。”



授業の実施方法

 2020後期 教養科目（スポーツ・健康と脳科学）

課題のフィードバック
15分

講義
40分

グループワーク
20分

休憩
5分

ミニレポート
10分～授業時間外

kibaco

 2021前期 保健体育科目（身体運動学、講義）

課題のフィードバック
15分

講義
40～45分

グループワーク
20分

ミニレポート
10分

答案用紙

90分

90分



課題のフィードバック

ミニレポートを一部抜粋（A4、１ページ）

✓ 先週の授業内容・要点の振り返り

✓ 誤った理解の修正

✓ 質問への回答

✓ 多様な意見・考え方・感想を紹介

✓ 授業内容を踏まえた応用・展開

準備時間：受講者27名規模で１時間程度（採点・評価を含む）



課題のフィードバックに対する満足度

履修している全ての科目 身体運動学（2021）

“毎回コメントを抜粋して読み上げ、前回の授業と絡めてコメントしてくださるので理解がより深まった。
他の人のコメントでは、自分にはなかった着眼点や体験談を知ることが出来るのでとても有意義な時間
だった。自分の課題に対して全体でフィードバックされる時に、良いリアクションをもらうとモチベー
ションも上がった。”



課題のフィードバック方法：採点結果の通知

“点数がわかればモチベーションに繋がる”

“その場で紙に書いたほうが、自分の考えたことを書き出しやすい。”

kibacoで提出

・メリット：採点結果の通知が容易、FB資料の作成が容易
・デメリット：授業時間内での提出困難？

別の方法で出席を確認する必要あり

課題（10分間）

どんな学びがあったか、自身の考え・意見をまとめる。
（メッセージを伝える）

答案用紙で提出（本授業で採用、“授業内での提出”を優先）

・メリット：授業時間内に回収できる（出席確認を兼ねる）
自由な（率直な）意見・感想が聞ける

・デメリット：採点結果の通知が困難



講義パート（実施方法）の満足度

懸念

講義時間を短くした（2019年度以前は65～70分の内容を40～45分に）
ため、詰め込みすぎ・早口となり、理解度が下がるのではないか？

【昨年は動画を見返すことができた！！】

“もう少し、講義の時間を増やして多くの知識をとりいれたかった。”

“あまり早口だなとも感じずペースよく進んでいていいと思います。”

“もし早口、飛ばしの説明になってもスライドを印刷した紙が配られる
のであまり問題はない。

”最後にグループワークがあることで受け身な姿勢で授業を受けること
なく積極的に授業に参加している実感を得ることが出来ている。“



 １グループ３～４人、クジで座席指定

 アイスブレイク（自己紹介）

 課題はオープンクエスチョン（都立大生は“正解”を求めたがる！？）
例）「ぐっときたポイントの紹介」⇒「これまで・これからの私とスポーツ」

 グループワークのコツ

グループワークの進め方（全体で15～20分）

✓ １人２分（慣れたら１分）

✓ 他のメンバーの質問に答える

✓ 雑談、大歓迎

①リーダーシップ ＜ フォロワーシップ
②PLAYを大事に（遊ぶ、楽しむ、役割を果たす、演じる）
③目標はその空間・時間の幸せの最大化

×業績第一の「ブラック企業体質」
×全て適当な「ゆるブラック企業体質」

④Noblesse Oblige:グループワークが得意な人には
責任がある

⑤私、グループワークは結構できる！
（苦手じゃない）

※全体でカメラオンにしてからブレイクアウトスタート



グループワークの満足度・教育効果

“グループワークにより、講義の理解がさら
に深まると共に、自分では気づかなかった
ところに気づけるのでとても好きです。”

“講義で知ったことで驚いたこととかを共有
できたのは楽しかった。”

“授業内容だけではなく学校生活の話題にも
触れることが出来たので良かった。”

“グループワークこそ大学教育の醍醐味では
ないのか。”

「あまり満足していない」と回答した学生
“話し合いをもう少し長くしてもいいかも”

「そう思わない」と回答した学生
“グループワークを通して、初対面の人と話
すのが少し慣れてきたように感じる”

満足度 授業内容の理解度は深まっ
たか？



グループワークの実施方法について

実施時間は適切だった？ アイスブレイクはグルー
プワークを円滑にした？

“グループワークのコツ”
は役に立った？



教養科目担当者としての心構え（私見）

時間

幸
せ
・
自
己
実
現
、
な
ど

心に新たなベクトルを

×知識を詰め込む、正解を教える
①新しいベクトルが生まれる
②ベクトルの向きが、より良い方へと修正される

スポーツが好き

体育が嫌い
体育≠スポーツ

スポーツが
もっと好き

心に新たなフィルターを

・心のフィルターは人によって異なる（個の多様性）
・より良い／新しいフィルター獲得できれば

情報 情報

従来の学校教育
・情報変換の精度
・記録/保持/再生の精度

フィルター

この２つの達成には、
フィードバックとグループワークは
欠かせない（強力なツール）



謝辞

2021身体運動学の履修生27名

先生方の今後の授業計画の参考となれば幸いです



資料：課題のフィードバックについて

✓ すべきだと思う
✓ ミニレポートには、ほとんど授業の感想を書いているので、そ

もそもフィードバックは必要なのかわからない。
✓ フィードバックを見る真面目な学生が少ないので欲しい人は自

分で先生に聞けば良い
✓ 特にないです。
✓ ある程度きちんと述べてくれると嬉しい
✓ 書く内容の自由度が高く様々な角度から課題について深く見つ

めることが出来る
✓ 授業内で完結するのが1番
✓ たくさんの人の意見を聞けていいです。
✓ フィードバックはあったほうがその後の授業に活かせるので、

有れば嬉しいです。
✓ フィードバッグがあった方がモチベーションも上がるので

フィードバックはあった方がいいです。
✓ その場で紙に書いたほうが、自分の考えたことを書き出しやす

い。
✓ kibacoでの課題提出にフィードバックがあるのは嬉しいこの授

業のような課題であれば、授業内で提出して次の授業で共有し
てくれるという今の方法が好き

✓ 採点式の課題であれば、足りていないところや、十分なところ
に関してのフィードバックが欲しいです。

✓ 点数を知りたいが、出し忘れが不安のなので紙提出の方がいい。
✓ 点数よりも内容を共有しあいたい。この授業は特に。
✓ 点数がわかればモチベーションに繋がる

✓ フィードバックがない授業や、全員まとめてフィードバックす
る授業が多いので、それに比べるとモチベーションが上がって
いいと思う。

✓ レポートを書いた時には採点結果というよりも出したレポート
への先生の感想や直すべき点を知りたいです。

✓ 点数を見える化した方が今後の自分のためになると思う。
✓ 課題に対して、少しでもレスポンスがある方が、自身のフィー

ドバックもより良いモノになると思う。
✓ 授業内でフィードバックできることは私にとってはやりやす

かったです。
✓ 考える問題ではなく、解答のある問題はきちんと解説していた

だいたほうが理解できます。
✓ 課題のフィードバックは特に必要ないと思う。
✓ 毎回コメントを抜粋して読み上げ、前回の授業と絡めてコメン

トしてくださるので理解がより深まった。他の人のコメントで
は、自分にはなかった着眼点や体験談を知ることが出来るので
とても有意義な時間だった。自分の課題に対して全体でフィー
ドバックされる時に、良いリアクションをもらうとモチベー
ションも上がった。今まで自分が提出した課題がどのように評
価されているか気になるので、点数は知っておきたいという気
持ちがある。

✓ 特になし
✓ モチベーションにつながるので、手間かもしれませんが採点結

果を教えてほしかったです。



資料：講義パートについて

✓ このまま続けてほしい
✓ 講義の早さはちょうどよい。講義の進め方も興味を引くもので、

面白いと感じた。スライドを用意して映してくれるので、講義
が面倒だと思うこともない。

✓ 斬新で大変良いだと思う
✓ 席とグループをランダムにすることで同じ人となることを減ら

すことで、多角面での視点を共有しやすくしていた。
✓ 話し合いをもう少し長くしてもいいかも
✓ 中高で学んだ内容も多かったがそれらをより深く、より身近に

捉えることが出来て非常に良かった
✓ 毎回違う人とかかわれるのは楽しい
✓ あまり早口だなとも感じずペースよく進んでいていいと思いま

す。
✓ グループワークが多いことがとてもいいと思います。自分の意

見だけでは、進まないこともあるけど、他の人の意見を聞くこ
とで、わかることもたくさんあるからです。

✓ わかりやすいし、動画とかも見せてくれるので印象に残りやす
いです。

✓ 意見交換の機会が多くておもしろい。
✓ たまに聞かれながらの場面もあるので考えて受けることが出来

て良かった
✓ 一つ一つのテーマについて深く掘り下げ、問題の根本を考えさ

せてくれる授業方法なので、とても満足して受けられています。
✓ わかりやすかった。

✓ もし早口、飛ばしの説明になってもスライドを印刷した紙が配
られるのであまり問題はない。

✓ 生徒とのやり取りを所々で挟み、授業に集中して取り組めた。
✓ 授業の時間が短い分集中力が続いて良いと思う。
✓ わかりやすい授業進行だったと思います。
✓ 最後にグループワークがあることで受け身な姿勢で授業を受け

ることなく積極的に授業に参加している実感を得ることが出来
ている。

✓ スライドが若干見にくいときもあったが、基本的には特に問題
なくやれた。

✓ しっかりと説明を受けることが出来て満足しています。
✓ スライドを使用し、先生の体験などの具体例を交えながら講義

してくださったので非常に分かりやすかったです。身体やス
ポーツや病気などに対する考え方の幅を広げることが出来まし
た。

✓ もう少し、講義の時間を増やして多くの知識をとりいれたかっ
た。

✓ 一方的に知識を教えるのではなく、「そもそも」に着目して先
生独自の視点から物事を考えることができ、新たな発見や学び
の繋がりを実感を持って体験することができた。

✓ とてもよいと思う。
✓ レジュメが詰め込みすぎて字がつぶれていたのは、後で見ると

きに不便だなと思いました。



資料：グループワークについて
✓ いいと思う
✓ 他の人の意見を聞くいい機会だと思てる。自分では思いつかな

かった意見や、同じ物事に対して別の考え方があることを知る
ことができた。

✓ コミュ力が鍛えられて良いです
✓ 特にないです。
✓ 他者の意見が聞けて嬉しい
✓ その日学んだことをより深く考えられるだけでなく他学部の人

の考えも聞くことができて非常に楽しい時間でした
✓ グループワークが無かったら関わらないと思うので嬉しい
✓ 普段関わらないであろう人とも関われてよかったです。
✓ 問6でも書きましたが、自分の意見だけでなく、他の人の意見や

考えを知れることがとても良いと思いました。
✓ 色んな人と毎回話すことができるので、自分とは違う意見が聞

けて楽しいです。
✓ その都度グループのメンバーはくじ引きなので、学科も学年も

違う人たちと話が出来るのはとても良い。おもしろい話し合い
ができていると思う。

✓ 講義で知ったことで驚いたこととかを共有できたのは楽しかっ
たし、それぞれが元々知っていたことや疑問をお互いに知れた
のは面白かった

✓ グループワークにより、講義の理解がさらに深まると共に、自
分では気づかなかったところに気づけるのでとても好きです。

✓ 他学年、他学科の方と話せて楽しかった。
✓ グループワークこそ大学教育の醍醐味ではないのか。
✓ コロナが少し怖くはあるがグループワークは充実しており楽し

かった。

✓ この授業のグループワークを通して、初対面の人と話すのが少し
慣れてきたように感じる

✓ 他学部の人と話せたりさまざまな人の違った視点からの意見が聞
けてたのしかったです。

✓ 何回かグループワークをしたが1回も話が途中で終わって無言の
時間になるなどということがなく、授業内容の理解も深まってと
てもよかった。

✓ フォロワーシップを学び、リーダーの時もそうでない時も自然と
グループワークに参加できた

✓ 自己紹介があったことで学年や学科などを把握でき、授業内容だ
けではなく学校生活の話題にも触れることが出来たので良かった
と思います。

✓ ディスカッションの時間を多くとってくださったのて、一つの問
題に対して自分で考えたり他人の意見を聞けたのはとても良かっ
たけれど、少し時間が余ってしまうこともありました。

✓ いくつかの意見を聞くことでさまざまな視野を持つことができて
いいと思う。

✓ 学部や学年、性別ごとに考えが異なり、その異なった考えを持つ
人同士で話すことで毎回新たな発見があった。授業内容の理解を
深めるということもそうだが、現在対面で授業を行っているのが
1週間でこの授業とあと1つしかないため、このグループワークの
時間が他の学生と交流する貴重な時間となっており、とても有意
義だった。

✓ アイスブレイクをしてもあまり名前が覚えられないため（覚える
努力はしている）話を振りにくい。ただ、ないよりはあった方が
気楽（ガチガチにならないという意味で）に感じた。

✓ 最初に自己紹介の時間が確保されているのはとてもいいと思った。


